
五行歌とは、五行で書く歌のことです。万葉集以前の日本人は、自由に
歌を書いていました。その古代歌謡のように、現代の言葉で同じように
自由に書いたのが、五行歌です。 五行にする理由は、古代でも約半数が
五句構成だったためです。
この新形式は、約60年前に、五行歌の会の主宰、草壁焔太が発想した
もので、1994年に約30人で会はスタートしました。五行歌は現代人の
各個人の独立した感性、思いを表すのにぴったりの形式であり、誰にでも
書け、誰にでも独自の表現を完成できるものです。
このため、年々会員数は増え、全国に百数十の支部があり、愛好者は
50万人にのぼります。
五行歌の会では月刊『五行歌』を発行し、同人会員の作品のほか、各地
の歌会のようすなど掲載しています。

「五行歌の会」ご案内

「五行歌の会」http://5gyohka.com/
TEL : 03 (3267) 7607　FAX : 03 (3267) 7697
〒162ｰ0843　東京都新宿区市谷田町 3-19 川辺ビル１F
メール：post@5gyohka.com

～ご入会・ご購読のお申込みはこちらまで～

五行歌 25年～言葉でひらく未来 巡回展　企画実行委員会
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五行歌とは何か、と聞かれるとき、私の説明は時とともに変わってきた。最近は、
言葉のデリカシーの粋である、と答える。上代歌謡に基き、短歌を自由にした
ものと答えていたときもあった。五行に書いた気持ちそのままの詩歌と答えた
ときもあった。
言葉の呼吸による思いの表現であると答えたときもあった。自分自身を創って
いくこれからの時代の詩歌と答えたときもあった。
いずれも真実である。
このどれも矛盾せず、正しい五行歌の説明であると、思う。
しかし、こういういろいろな性質、説明の仕方があるといっても、五行歌は難
しいものでもない。しょせんは、五行の短い詩、あるいはうたにすぎない。わ
ずか二十字くらいから五十字くらいまでの短い詩である。
そういえば、てのひらに載るほどの詩と説明したこともあった。そういう小さ
い詩であるから、スズメほどの文芸といってもいい。
しかし、小さな花が大きな戦争より命を物語るときもある。小さな結晶は宇宙
よりも光を見せるときもある。
私は、自然な詩歌を書くために、この五行歌という詩形式を考えたが、一人一
人が自然に自分の考えを発展させていけば、すべての人が自分のオリジナルな
考えや感じを作品化することができ、みんなでその時代の考えを創っていくこと
ができる、と考えるようになった。
誰でも、自分の言葉で、自分の呼吸で、自分自身を表現していく。すると、か
ならず、人一人ひとりには、他の人には書けない歌がある。それもわかってきた。
五行歌は、一人の天才のものがいいのではなく、みんなのものがいい。
この展示の作品からもわかって頂けると思う。
短歌、俳句は、メロディに合った作品を作っていくが、五行歌は一人ひとりが
自分の呼吸と思いを刻んで、新しい詩歌、思いを表していく。最近では、短歌、
俳句以上の短詩型ができたと言われる方も多くなってきた。日本の素晴らしい
詩歌の歴史に新しいよいものを付け加えたといえるのではないだろうか。
　
日本の文芸は変わったのです。
みなさんも、是非、五行歌を書き、新しい歴史に参加して下さい。
　　　　　　

五行歌の会主宰　草壁焔太

ごぎょうか

五行歌 25年 ～言葉でひらく未来 巡回展　によせて

●東京会場　四谷ランプ坂ギャラリー　8月9日～ 14日
●大阪会場　ホルベインギャラリー　9月9日～ 14日
●福岡会場　福岡市美術館　市民ギャラリー　10月1日～ 6日
●盛岡会場　プラザおでって　11月8日～ 11日

■巡回記録

■STAFF
Art Director　山碧木星／ Editor in Chief　井椎しづく
Photographer　嵐太　川原ゆう　光川十洋　丸山則夫　稲本英　じゅんこ　山碧木星
Editors　五行歌 25年～言葉でひらく未来 巡回展企画実行委員会
Designers　Design Office WAYS

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド

大浜香乃 /103

遊　子 /106 青木マリ /107

鈴木理夫 /104 いわさきくらげ /105

草壁焔太 /101

喬城奈緒海 /102



54

小港磨子 /124

紫野 恵 /127

と も こ /130 漂　彦龍 /131 は る か /132

山碧木 星 /128 藤田和子 /129

D. ジェイムス /125 南野薔子 /126

永井純子 /203

須賀知子 /206 松村優芽 /207

石井美和 /204 酒井里子 /205

静 御 飯 /201

佐野辰江 /202

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド



2120

石村比抄子 /503

冬　石 /506 藍 /507

田川宏朗 /504 三隅美奈子 /505

柳瀬丈子 /501

山野さくら /502

澤田たかし /508

よしだ野々 /511

久保洋子 /514 中澤麻祐子 /515

旅　人 /512 上田静子 /513

大久保千代子 /509

富 士 江 /510

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド

恋 心 家
族

人
生

自
然

生
活

震
災

レ
ジ
ェ
ン
ド



五行歌とは、五行で書く歌のことです。万葉集以前の日本人は、自由に
歌を書いていました。その古代歌謡のように、現代の言葉で同じように
自由に書いたのが、五行歌です。 五行にする理由は、古代でも約半数が
五句構成だったためです。
この新形式は、約60年前に、五行歌の会の主宰、草壁焔太が発想した
もので、1994年に約30人で会はスタートしました。五行歌は現代人の
各個人の独立した感性、思いを表すのにぴったりの形式であり、誰にでも
書け、誰にでも独自の表現を完成できるものです。
このため、年々会員数は増え、全国に百数十の支部があり、愛好者は
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